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技術の概要

国の機関　 ０　件　（九州　　０件　、九州以外　０件　）　
自治体　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
民　 間　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　

３．技術の効果

公共事業の計画から調査・設計、施工、維持管理そして更新に至る一連の過程において、ICTを駆
使して、設計・施工・協議・維持管理等に係る各情報の一元化及び業務改善による一層の効果・効
率向上を図り、公共事業の品質確保や環境性能の向上、ライフサイクルコストの縮減を目的としま
す。

４．技術の適用範囲

一連の過程を一体的に捉え、関連情報の統合・融合により、その全体を改善し、新しい建設管理シ
ステムを構築するとともに、建設産業に従事する技術者のモチベーション、充実感の向上に資する
ことも期待します。

２．技術の内容

５．活用実績（Ｈ26の試行）

安全・防災　　維持管理　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

建設生産プロセスにおける情報通信技術（ICT）の活用については、1996年度からスタートした
CALS/ECの取り組みにより、これまでに電子入札、情報共有システム（ASP）、電子納品などが導
入・活用されてきました。さらにICT技術を駆使し、調査・計画・設計・施工・維持管理等の一連の過
程に係る各情報を一元化するCIMの導入に向けた検討が進められています。一方、平成25年は
「世界最先端IT国家創造宣言」や「社会資本メンテナンス元年」が提唱され、関係省庁では委員会
や検討会が設立されて幅広い視点で種々の専門的な検討がなされました。これらの検討では、情
報の収集、蓄積において情報基盤（データベース）の整備により、効率的かつ効果的な維持管理に
CIMを活用することが提唱されています。

CIMを導入するために現行の制度、基準等についての課題を整理・検討し、CIMの導入を促進する
ことを目的として、国土交通省関係各部局等を中心にCIM制度検討会が設置されています。また、
CIM推進のために三次元オブジェクト等を活用し、様々な技術的検討を行うことを目的として、
JACICを含む民間11団体によりCIM技術検討会が設置されています。
平成26年3月に開催した第6回CIM技術検討会ではCIM制度検討会への報告書を取りまとめ、第5
回CIM制度検討会(平成26年3月27日)で報告するとともに、平成25年度CIM技術検討会報告を作成
し、JACICのホームページで公開しています。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表

図-ダムにおけるCIMの導入に関する研究事例
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